
 

 

 

 

 MISSA SOLEMNIS 通信発行の言葉 

来年 2027 年はベートーヴェン没後 200 年。その 1 年前の今年、津田混はベートーヴェンの

ミサ ソレムニス取り組みます。9 月の本番まで今までと比べても短い 9 か月あまり。限られ

た時間の中で合唱団の皆様がより良い練習に取り組めるよう、9 月までの 9 回、このような通

信を出させていただきます。 

そして紙媒体とともに、HP 上にもおいて、広く公開していきたいと思います。（溝口秀実） 

つれづれに津田混・青木八郎先生とベートーヴェンのことなど 

青木八郎先生は津田混の創設指揮者です。第二次世界大戦後、平和を取り戻した日本では

様々な音楽の取り組みが始まりました。私たちの住む千葉県でも吹奏楽の三戸友章、管弦楽の

村上正治の両先生と並び、青木先生は合唱の世界のスタートを切られた一人です。砂山合唱団

をはじめ多くの合唱団の創設し、合唱連盟の立ち上げにもかかわっていたとのこと、一時は全

国に名をとどろかせた先生でありました。 

そんな青木先生はオルフのカルミナブラーナとヘンデルのメサイア、そしてベートーヴェン

のミサソレの演奏に並々ならぬ熱意を持ち、前 2 曲は女声合唱にも編曲しました。カルミナブ

ラーナを戦後の早い時期に日本初演したと先生ご自身がおっしゃっていました。ピアノ伴奏で

もあり、公的に認められてはいないようですが。また、なぜベートーヴェンのミサを女声合唱

に編曲しなかったのかという疑問も残ります。 

津田混は青木先生の指揮でメサイアは 1 回、オルフとベートーヴェンはそれぞれ 2 回演奏し

ています。すべて当時のニューフィル千葉、現在の千葉交響楽団の伴奏で演奏しました。話は

変わりますが、なぜかバッハのロ短調ミサを青木先生は演奏していません。フーガが大好きで

ベートーヴェンのミサではフーガばかり練習していたような気がします。ご存命の時に「バッ

ハは？」とお聞きしたような気がするのですが、お答えがあったかどうか記憶にありません。 

さて、ミサ・ソレムニスの演奏時間はおよそ８０分。ベートーヴェンはキリエ グロリア 

クレド サンクトゥス アニュス・デイをあたかも５楽章の交響曲のように作曲しているよう

に感じます。そして全曲にわたり合唱が活躍します。大変やりがいのある曲だと思います。 

 

練習予定 

1 月 10 日 指導者 溝口 片岡  練習 キリエ 鳥が 星を集めて 

1 月 17 日 臨時総会 指導者 片岡     練習 キリエ 鳥が 星を集めて 

1 月 24 日 菊田の杜コンサート 指揮 片岡 溝口 曲目 星を集めて 鳥が キリエ 

1 月 24 日 指導者 溝口 片岡  練習 グロリア 感傷的な唄 

1 月 31 日 指導者 溝口 片岡  練習 グロリア 感傷的な唄 ジョギングの唄 

２月７日  指導者 溝口 片岡  練習 グロリア ジョギングの唄 

 

今後練習時間や練習箇所についてもある程度事前に公開したいと思います 
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 ベートーヴェンの信仰と宗教曲 

ドイツのボンで生まれたベートーヴェンは 1770 年 12 月に受洗、現在の出生届のようなも

のですね。現在は幼児洗礼はやめている教会もあるようですが当時はこれが普通です。ボンは

東西ドイツに分かれていた頃は西ドイツの首都でしたので私にもなんとなく親しみのある街、

彼は 1792 年 11 月にウィーンに行くと家族の死に際しても帰ることはなかったそうです。こ

のあたりのことはネットの情報にもたくさん触れられています。 

彼はカトリックだったのですが教会に所属する音楽家ではなかったので、ミサ曲は 2 曲のみ

残されています。津田混では以前に作品 86 のハ長調の作品も 2 回演奏しています。この曲は

ハイドンやモーツアルトの影響も強く感じられますが、ベートーヴェンらしさも感じられる佳

品であったと記憶しています。 

1819 年に着手され 1823 年に完成した荘厳ミサ（ミサソレムニス）作品 123 はその完成

までにかかった時間故でしょうか、私は若いころ「フーガの作曲に慣れていなかったベートー

ヴェンは荘厳ミサのフーガを書くために時間がかかったのだ」という文章を読んだことがあり

ます。また「今までになく真剣にミサ曲のテキストにアプローチしたが、信仰からの信条を作

品に表すことは困難であった（ニューグローブ音楽辞典）」などなど、楽聖と言われるベートー

ヴェンですが散々な言われようです。前者はバッハの解説だったように記憶していますので、

筆者はバッハ愛の勢いで言ったのかと思います。後者はベートーヴェンの器楽曲にはかなりエ

ネルギーを注いで書かれていますのでこの分野の彼の作品にはそれほど興味がなかったのかも

しれません。 

個人的に大好きなバッハのことを悪く言うわけではありませんが、ロ短調ミサは最初の成立

から完成までに一説によれば20年近い時間の隔たりがあり、しかもバッハ自身はカトリックの

信仰ではありませんから、むしろよっぽど、、、 

ベートーヴェンの生きた時代は職人として音楽家から芸術家としての音楽家へ変わっていっ

たと言われます。同様にミサ曲は典礼のための道具から個人の信仰から生まれる芸術へと変容

しつつあった、と考えるとベートーヴェンの意図や努力を考えれば、完成までの時間も納得が

いくのです。 

 

練習予定 予定通りに進まないこと、練習順序の変更もありますのでお含みおきください 

２月７日   指導者 溝口 片岡  練習 感傷的な唄 グロリア  

２月 14 日  指導者 溝口 片岡  練習 ジョギングの唄 クレド  

２月 21 日  指導者 溝口 片岡  練習 ジョギングの唄 クレド 

2 月 28 日  指導者 溝口 片岡  練習 天使 クレド 

３月７日   指導者 溝口 片岡  練習 天使 サンクトゥス  

 

 

前半 18：05 発声～19：20 ごろまで 後半 19：30～20：45 ごろまで 

 

 津田混 MISSA SOLEMNIS 通信 2026 年２月 

 月 2025 

 



 

 

 

 

 キリエ KYRIE Assai sostenuto  Mit Andacht 

ニ長調、2分の２拍子、トロンボーンを除く管弦楽が２拍めからニ長調の主和音をフォルテで

奏でて始まります。トランペットとティンパニは 1 拍遅れて加わります。実に品の良い常識

的？な始まり方、ベートーヴェンの弟子でありパトロンのルドルフ大公が、大司教に就任する

にあたり、その就任式のミサでの演奏を視野に入れて書き始められたとのことも首肯できます。

結果的にこの作品は就任式には間に合わず、典礼ではなく演奏会を目的とした作品になりまし

たが、どこまで書いたときにベートーヴェンはこの作品の目的の変容を意識したのでしょうか。

それとも最初から演奏会という目的があったのでしょうか。 

続く弦楽器とホルンと木管楽器による前奏は少し古い様式を模しているようですが、伝統的

な様式の内側にあるように思います。合唱が始まるとアルト以外は主音のレを歌います。アル

トもレを歌っても良いと思うのですが、和音の中の第 3 音ファ♯を歌っています。それならテ

ノールに第 5 音のラを持ってきて完全な和音の形にすれば良いのにと思いますがそれをしてい

ません。なぜかしら、と思う間もなくソロが入ります。合唱と歌い交わすテノール・ソプラノの

Kyrie に続いてアルトソロが Kyrie eleison の歌詞を歌い、和声的な展開もはさみながら対位法

的な合唱に移ります。このあたりはバッハと比べると時代が新しくなっている感じがします。 

CHRISTEの部分は独立した音楽が与えられており、ソリストたちによって音楽が示されたあ

とに合唱が入ります。象徴的なのは、ほとんど全ての「Christe」が下降音型によって歌われる

ことではないでしょうか。小さなフーガですがソリストとコーラスによるダブルコーラスにな

っています。 

冒頭の音楽が戻ってくると冒頭と比べ半分ほどの長さの前奏によって再び Kyrie、ニ長調の下

属和音ト長調で始まり、ソプラノとバスがソ、アルトにシ、テノールにレという完全な形の和

音で歌います。なるほどと思っていると同じようにソリストがテノール、アルト、テノールそ

してソプラノとバスを加え 4 人で歌い、合唱につながります。こちらの方が冒頭の Kyrie より

少し長く書かれていますが、和声的な要素が多いように思います。 

グローリア GLORIA 

Gloria と Credo はフォルティシモで始まります。特に Gloria は合唱もしばらくスフォルツ

ァンドでエネルギー補給をしながら歌い切ります。冒頭の上行音型は神様の栄光を歌い上げる

人々の姿、そうすると Et in terra pax をバスが歌い始めるのもなかなかベタではありますが、

一幅の音画と考えることもできそうです。典礼の中では「Gloria in excelsis Deo」は司祭が歌

う（となえる？）ことも多かったと考えるとこの作品の時代的な背景にも興味がわきます。 

 

練習予定 予定通りに進まないこと、練習順序の変更もありますのでお含みおきください 

３月７日   指導者 溝口 片岡  練習 天使 グロリア クレド 

３月 14 日  指導者 溝口 片岡  練習 天使 グロリア クレド  

３月 21 日  指導者 溝口 片岡  練習 やさしい魚 グロリア クレド 

３月 28 日  指導者 溝口 片岡  練習 やさしい魚 グロリア クレド 

４月４日   指導者 溝口 片岡  練習 鳥が サンクトゥス  

前半 18：05 発声～19：20 ごろまで 後半 19：30～20：45 ごろまで 
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 グローリア GLORIA  つづき 

耳学問ですが、フランス人はフォルテシモ（ごく強く）で音楽の始めることを「品が無い」と

言って嫌うのだそうです。一般的にフランスのオルガン音楽は音量や音色が指定されますが、確

かに曲頭はしっかりした響きではありますがフォルテシモではありません。ドイツ人はそのこと

についてフランス人ほどの頓着はないようですが、ベートーヴェンの交響曲第５番の冒頭の有名

なモチーフも弦楽合奏とクラリネットで演奏されますから管弦楽全体のパワーを考えれば「品が

良い」と思います。でも演奏するパート譜にはフォルテシモの指示があります。 

グローリアはミサ曲の２番目の曲、冒頭管弦楽はトロンボーン以外全員参加でほぼユニゾンの

フォルテッシモ！アルトから先陣を切って怒涛のオーケストラの中に切り込むと合唱フォローに

廻る楽器もあります。「そして地には平和」はバスから歌われ、善意の人（キリスト教を信じる人

という意味だと思いますが）の合唱は讃美歌のようです。続いて神様をたたえる言葉が次々に歌

われ、フーガになって最初の部分が終わります。 

グローリアでは、次の「グラーツィアス」に至って初めてソリストが歌います。私はこの旋律

がミサソレムニス全体の中でも１・２位を争うぐらい美しい旋律だと思います。これがバッハの

ロ短調だとこの旋律はソリストだけのものになると思いますが、既に市民階級としての自覚の高

いベートーヴェン？はすぐに合唱を絡ませ劇的な構成に時代の変化も感じます。ミサなど典礼の

合唱がある程度訓練された聖歌隊のものから市民のものになっていく時代的な背景について残念

ながら私は十分な知識を持ち合わせませんが、少なくとももう少し後の時代、メンデルスゾーン

やシューマンの時代になると明らかに市民の合唱活動が作曲家の音楽作りの中に大きな割合を占

めています。 

寄り道をしました。すぐにグローリア冒頭の音型が戻り様々な言葉で神をたたえ、キリストが

唯一神の子、予定されたいけにえ（私には十分に理解しきれない概念ですが）として救いのため

に与えられたことが歌われます。 

続いて音楽はラルゲット（ラルゴ＝「ゆっくり」の縮小形なのでラルゴほどゆっくりではない

ということでしょう）。テクニカルな旋律がソリストによって歌われそこに合唱が絡みます。ミサ

ソレムニス全体で合唱とソリストの関係は、大合唱と小合唱の関係性を持ちながら、個人の祈り

と大衆の祈りの対比というように劇的に構成されることが多く見えます。 

ところで、ここでミサの冒頭ギリシャ語で歌われた「エレイソン」と同じ意味がラテン語「ミ

セレレ」で歌われます。日本語では一般的に「あわれみ」と訳されていますが、最近のカトリッ

クの典礼の中では「いつくしみ」に変わっており、神と人との関係としては最近のことばの方が

納得できると思います。そして有名な話ですがベートーヴェンはこの部分の最後にミセレレの前

にミサ通常文には無い「ah」「o」という感嘆詞を入れています。この曲が典礼から離れ始めてい

る証拠のひとつでしょう。 

「クオニアム」という言葉には「なぜなら」という意味しかありませんが、こうして音楽になっ

た時の説得力として考えるとなかなか重要に感じます。今回、この作品を学ぶ中で、キリスト教

が複数の神々を否定しているわけではなく、天地を創造した主なる神が一番だということを信じ

ている、ということを聞きました（出典を忘れました。ネット情報かもしれません）。ここで「な

ぜならあなただけが唯一聖なのだ」と付点のリズムを交えて歌い、それは対位法的に展開するか

に見せて次のフーガに向けてカデンツを作ります。たしかに「神々」はしばしば俗であって、彼
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らは争いや妬み騒ぎを作ります。もっとも旧約聖書によれば（ミサの通常文にはでてきません）

この唯一神は人間が他の神を拝んだ時に、ねたんだり恨んだりするそうですから、あれ？とも思

いますが。さて、 

 最後に神の栄光が大きなフーガで歌われます。青木八郎先生はこのあたりばかり練習をしてい

たような記憶があります。フーガには人の気持ちを酔わせる力があると思います。私もフーガの

魅力で音楽を始めました。そして最後の最後に冒頭の音型と言葉が戻ります。これは珍しい形で

す。ベートーヴェンがこのミサ曲では「典礼」から「聖的で劇的な音楽」＝「オラトリオ」目指

していった証拠がまたあらわれてきたようです。管弦楽と協力をしてグローリアは終わりますが、

オーケストラは合唱より１拍早く終わります。 

 

クレド CREDO   

 キリエは「主」、グローリアは「栄光」、クレドは「信じます」、サンクトゥスは「聖なるかな」

…これはそれぞれの祈りの最初の言葉、並べてみるとなんとなく感慨があります。 

 クレドはティンパニ以外管弦楽全員参加のフォルテシモで始まります。合唱がバスから始まる

と管弦楽もパワーはフォルテに制限されます。信じる内容が次々と歌われるクレドは言葉の量が

多いので初めての方は大変だと思います。 

今はカトリックの祈りは各国の母国語で行われることが多いのですが 1960 年代までは日本で

もラテン語で行われることが当たり前だったそうです。良く考えてみるとお寺では今でもよく意

味の分からないままお経を読誦しているので「意味がわかりづらい」ということは実は宗教にと

って大切なことかもしれません。けれどもお坊さんも法事などではずいぶん丁寧に解説をしてく

ださることに触れることも増えました。祝詞もお経も平易な日本語で伝えられるとありがたみ？

も減少してしまうかもしれません。 

 

練習予定 予定通りに進まないこと、練習順序の変更もあります 

４月４日   指導者 溝口 片岡  練習 ジョギングの唄 天使 グロリア  

４月１１日  指導者 溝口 片岡  練習 ジョギングの唄 天使 グロリア クレド  

４月１８日  指導者 溝口 片岡  練習 鳥が  グロリア  

４月１９日  習志野市芸術祭 指揮 溝口 ベートーヴェン グロリア 

４月２５日  指導者 溝口 片岡  練習 やさしい魚 クレド 

５月２日   指導者 溝口 片岡  練習 鳥が クレド  

前半 18：05 発声～19：20 ごろまで 後半 19：30～20：45 ごろまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 閑話休題 

昨年の定期演奏会後11月29日から練習を始め、今は９月２３日の定期演奏会まで４か月あま

り、譜読みが終わらないので焦っていますが、実は皆さんの力が信じられるのでそんなに焦って

いない、とも言えます。さて 

津田混は「暗譜で演奏」が売り物でしたから以前の1996年と2004年の２回のベートーヴェ

ンは暗譜でした。津田混の HP には様々な工夫をして暗譜に向き合っていた記録が残っています

からぜひご覧ください。青木先生の前で言えませんでしたが、私は楽譜を持つことが可能な宗教

曲を暗譜で演奏することには疑問を持っていました。合唱の楽譜は他のパートや楽器との関わり

が全て記されていますから、関係性を確かめながら歌うことにも価値を感じます。ただ、良く覚

えて楽譜を離すことができれば、脳から直接発声器官に指令が行って周りの響きを聞きながら自

由に思い通り歌うことができるでしょう。目標としては持ちたいものです。ついでに 

日本の伝統芸能を見ると、能の世界ではプロの能楽師は無本つまり暗譜が決まりだそうですが、

素人には基本要求されません。お金持ちの素人が面をつけて能の主役をやるときにはお芝居です

から当然覚える必要があります。人形浄瑠璃「文楽」では太夫は立派な見台に丸本を置いて語る

のが決まりです。対して三味線は無本が基本ですが、先日珍しい曲がかかった時には三味線の前

にも背の低い見台が置かれていました。現代ではピアニストは暗譜で演奏することが当たり前で

すが、数十年前に来日したリヒテルが楽譜を置いて演奏会をやったのをテレビで見たことがあり

ます。人前で楽譜や本を見るかどうかは実は柔軟なきまりごとのように思います。「覚えてやって

いるのだ」ということをお客様に見せることが大切なのかもしれません。また積極的に楽譜を見

ながら演奏することを推奨する考えもあることをお伝えしておきます。 

  

クレド CREDO 続き 

 フォルテッシモの管弦楽に導かれて少し弱い？フォルテで始まった合唱が最初のフォルテシモ

を作るのは 11 小節目、歌詞は「唯一の unum」「信じます credo」と歌っています。ちなみに

Deum は「神」の目的語になる格、Dominuｍは「主」の目的語になる格、Dominum Jesum 

Christumで「主なるイエスキリストを」となるわけです。そう言えば昔、教会学校に行った時に

講師の神父さんが「キリスト教は論理的ですが、信じるためにはいくつか跳び越えないといけな

いことがあります」とおっしゃっていました。私は跳び越えずにいます。 

 ベートーヴェンは冒頭の「唯一の神を信じます」と「主イエスキリストを信じます」に同じ音

楽を使い、神とイエスの同一性を具体的、象徴的に伝えます。ひとつひとつをあげることはしま

せんが、さらにフォルテシモで歌われる言葉を見ていくとなかなかに興味ぶかいものがあります。

キリストイエスと神の同一性がキリスト教の真骨頂、consubstantiarem「一体であり」がフガ

ートで繰り返し力強く歌われます。私たちを救うために天から下された、下る descendit は全て

下降音型、coelis「天」が必ず高く歌われます。こんな絵画のように作られていること、さらにそ

れが音楽的な力強さとまとまりを持って迫ってくることに感心します。ベートーヴェンです。 

 テノールのパートソロが弱音で歌うと、ソリストたちによってキリストが生まれ、肉体を持っ

た悲劇の始まり、実はそれこそが人々にとっては救いの始まり、が歌われます。最後に合唱がソ

リストと同じ歌詞を「ミ」のユニゾン、ピアニシモで歌うと、テノールソロと合唱が Et homo 

factus est「そして、人となられました」とニ長調で歌いますが、低音が主音をとらずどことな
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く不安定なまま磔に向かいます。再びテノールソロからソリストによってキリストが十字架にか

けられることが歌われ、合唱は「ポンツィオ ピラトの時に受難した」と歌います。これは群衆

がピラトに対して「イエスを殺せ」と言った姿を映しているのでしょう。聖書によれば実はピラ

トはイエスを処刑することにためらいがあったのだけれども、陰謀によって群衆が「バラバを助

けよ」と叫んだのでした 

 テノールのパートソロでイエスの復活が告げられ、合唱はそれが葬られて３日めのこと、聖書

に書かれていた事実であると歌います。個人的に圧巻だな、と思うのはその後の「そして天に上

って」Et  ascendit  in coelum のところ、4 パートとも上りきるまで音が下がらないのです。ベ

ートーヴェンの「音画」に対する執念でしょうか。イエスは神の右側に座ります。 

そしてキリストの再臨と審判、永遠の王国を賛美すると冒頭の credo が戻ってきます。ここま

で復活から４ページあまり、昨年のハルモニーミサの３ページよりは多いのですが、バッハのロ

短調ミサは１２ページを費やしています（Carus 調べ）。ここから歌詞が多いのですが、ベートー

ヴェンはセリフを女声とテノールに割り振って負担を減らして？くれます。あたかも次の大フー

ガをしっかりやれよ、と言わんばかりに。ここで繰り返されるクレドの旋律は、この部分が信仰

の肝、とベートーヴェンが考えたのだ、と迫ってきます。 

 フーガです。２分の３拍子 Allegretto ma non troppo やや元気にでも甚だしくなくってよく

考えるとわからなくなります。アレグレットだからって気を抜くなよ、とかでしょうか。主題と

応答の丁寧な扱いは、前の時代の音楽を意識しているのでしょうか。バッハはこの部分５ページ

でまとめて昨年のハイドンも 6 ページでしたが、ベートーヴェンは Coda まで入れると 14 ペー

ジ！ 途中スピードアップするとメリスマが難しく丁寧に練習したいところです。そしてスピード

を落とすとソリストも加わり、160 小節に及ぶフーガを閉じます。青木先生この辺りばかり練習

をしていたような、いや思い違いかもしれません。 

 

 サンクトゥス SANCTUS 

 冒頭合唱はお休みです。これミサ曲の中では珍しいことだと思います。合唱が「聖なるかな」

と歌いきることが多かったような気がします。「主なる神は万軍の将」ですから。ベートーヴェン

はこの部分に神秘的なものを感じ、表現したかったように思います。また同一の音楽が使われる

ことが多い２回歌われる osanna にも異なった曲をつけており、ベートーヴェンのこの作品への

思いが典礼用の作品から宗教的なオラトリオへと変容していることがより強く感じられます。 

 

練習予定 予定通りに進まないこと、練習順序の変更もあります 

５月２日   指導者 溝口 片岡  練習 ジョギングの唄 天使他 クレド  

５月９日   指導者 溝口 片岡  練習 ジョギングの唄 天使他 クレド  

５月16日  指導者 溝口 片岡  練習 ジョギングの唄 天使他 クレド サンクトゥス 

５月２３日  指導者 溝口 片岡  練習 ジョギングの唄 天使他 サンクトゥス 

５月３０日  指導者 溝口 片岡  練習 ジョギングの唄 天使 サンクトゥス 

５月３１日  千葉県合唱祭 指揮 片岡 やさしい魚からジョギングの唄 天使 

６月６日   指導者 溝口 片岡  練習 やさしい魚  アニュス・デイ 

前半 18：05 発声～19：20 ごろまで 後半 19：30～20：45 ごろまで 

 

 

 



 

 

 

 

 サンクトゥス SANCTUS 続き 

 ベートーヴェンはこの作品の完成までに 1819 年から 1823 年の 4 年を要しています。作品

を書き始めたきっかけは 1820 年 3 月に行われる予定であった弟子でありパトロンであるルドル

フ大公の枢機卿への就任を祝うミサの奏楽でした。1 年という時間があれば間に合うという考え

もあったのでしょうが、後世の私たちが知っているようにそれは果たされず、作曲は継続され

2023 年に完成して大公に献呈されました。一般的なミサ曲では、キリエ、グローリアそしてク

レドが終わると音楽的にも「あと一息で終わり」と思います。けれども目標がミサ通常文のテキ

ストを使いオラトリオのような作品に仕上げることに変容してきた、この作品ではまだまだ様々

な仕掛けが繰り出されていきます。 

 Carus の楽譜では、クレドを歌い切った合唱団は暫し着席、ソリストの演奏するサンクトゥス

に耳と目を傾けましょう。pleni sunt coeli は 20 小節ほどの技巧的なフガート、次の Osanna

もソリストによる３拍子の四重唱。Praeludium は前奏曲の意味、木管楽器とヴィオラ、チェロ、

コントラバスが演奏します。独奏バイオリンに導かれて合唱のバスによってベネディクトゥスが

歌われます。ですからバスだけはその前に立たなくてはなりません。が弱音での合唱でもあり、

その後再び器楽、ソリストへと音楽が展開することを考えると着席のまま歌う可能性も否定でき

ません。 

と、ここまで書いて大切なことを発見。ベーレンライターの 2019 年の版ではサンクトゥス冒

頭から合唱、ソロはベネディクトゥスから始まります。私はあわてて様々な演奏を確認してみま

した。あるある本当にいろいろ。冒頭から合唱、pleni sunt から合唱、それもソリストが先唱し

たり、いやいや冒頭からオサンナまで全てソリストが歌っていたり。オーケストラスコアの注意

書きを読み直してみると、ソースによって指示が異なっているうえ、間にコピストもおり、また

ベートーヴェン自身もかなりギリギリまで楽譜に手を入れ続けていたとの証言もあり、、、この文

章を書いている日現在では、さてどうしましょう？の段階です。先日の練習では carusの指示通り

にやりました。因みに青木先生による津田混の２回の演奏では pleni sunt から合唱だったと記憶

しています。私の手許の当時のスコアにもそのように鉛筆書きしてあります。それはさておき、 

 その後独奏バイオリンの演奏をベースに、ベネディクトゥスの歌詞をソリストがフガートで歌

い終わると、人々が神の名のもとに集うように合唱は in nomine Domini 主の御名（みな）によ

って、と語り始めます。ベネディクトゥスの中ではソリストと合唱はほとんど重なり合うことな

く、応答を繰り返していきます。つまり、合唱のバス⇒ソリスト⇒合唱による語り⇒ソリスト⇒

短い合唱による語り⇒ソリストと 3 回ずつ歌いかわします。そして 3 回目のソリストによって 2

回目の osanna が歌われ、合唱がそれを引き継ぎ、続いてテノール以外のパートはベネディクト

ゥスの歌詞を全て歌います。 

  

アニュス・デイ Agnus Dei 

 最後の曲です。実際のミサではこの曲の後にもう少し儀式が続きますが、演奏会では最後の曲

です。ベートーヴェンの書簡によると、この作品を「ミサ曲」ではなく、「宗教的な楽曲＝オラト

リオ」として演奏会場（それは教会でも劇場でも良いのです）で聴衆に向かってメッセージを発

する 19 世紀的な芸術として考えるようになっていたようです。したがってこの曲が演奏された

時に、この部分が音楽の最後になることをしっかり考えていたように思います。典礼で用いられ
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ない（用いても良いけど）けれども演奏会で演奏する、これは新鮮なミサ曲へのアプローチでは

ないでしょうか。当時の教会はミサ曲の教会外での演奏に嫌悪感、時には禁止もしていたようで

すから、ベートーヴェン「この曲はオラトリオなのだ」と手紙で紹介をしているそうです。 

 ファゴット、ホルンと弦楽器の伴奏、バスのソロによって Agnus 子羊 Dei 神の qui つまり 

tolis 除く peccata 罪を mundi 世界の、と歌われます。それは男声合唱によってフォローされま

す。続いてmiserere慈しみたまえ nobis私たちを、とバスのソロが歌うと間髪を入れず男声合唱

がフォロー、その後ソリストとコーラスが絡みながら進み、合唱によってドナ ノービス パー

チェムに入ります。 

 

ところで 

大崎滋生さんの「史料で読み解くベートーヴェン」という本をたまたま津田沼の丸善で買いま

した。著者のお名前は何をいつ読んだか覚えていないのですがなんとなく記憶にありました。め

くってみるとミサ ソレムニスについて丁寧に書かれています、特に最近のベートーヴェンのス

ケッチ研究の進展によって各楽章の作曲時期が概ね特定できるとのこと、改めて感心しました。 

それによると、キリエとグローリア、クレドのスケッチは 1819 年に始められ、キリエとグロ

ーリアに関しては 1820 年の早い時期、つまりルドルフ大公の枢機卿就任式に間に合うタイミン

グにはほとんど完成していたようです。しかもベートーヴェンはその頃全ての仕事の中でこの作

品の完成を最優先にしていました。おそらく枢機卿就任式のミサでは「ミサ ブレヴィス」の形

での演奏を念頭に置いていたのであろう、ということが大崎さんの推理です。 

ただこの作品が大公の委嘱ではなく、ベートーヴェン自身のルドルフ大公に対する個人的な思

いから作曲がはじめられたことや大公出立日時の誤認などの行き違いもあり、ベートーヴェンの

手紙の演奏を期待する言葉に反し、その後全曲を献呈した後にも一部でさえルドルフ大公によっ

て演奏されることはなかったようです。 

ベートーヴェンはその後しばらく身辺の雑事や器楽曲の作曲を行い、1820 年後半にベネディ

クトゥスとアニュス・デイからスケッチを始めて、21 年にはサンクトゥス、22 年にはドナ・ノ

ービスのスケッチが始まったとのこと、そうするとこれらの部分は明らかに「オラトリオ」とし

てのミサ曲を念頭に置いていたことになります。 

実はベートーヴェンのスケッチ帖はネットでも見られるのですが、残念！素人の私が見てもよ

くわからないものです。詳細な解析は専門家にまかせることにいたしましょう。 

 

 

練習予定 予定通りに進まないこと、練習順序の変更もあります 

6 月 13 日   指導者 溝口 片岡 やさしい魚 キリエまたはサンクトゥス 

 20 日～21 日（合宿）指導者 溝口 片岡  全曲 

 27 日      指導者 溝口 片岡  やさしい魚  キリエ グローリア 

７月４日    指導者 溝口 片岡  やさしい魚  グローリア クレド 

 

前半 18：05 発声～19：20 ごろまで 後半 19：30～20：45 ごろまで 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 散らかったお話 

一般的にクリスチャンは日本の人口の１％くらいではないか言われていますから、津田混だと

0.5 人、ただミサ曲を歌おうという集団ですから皆さんの中にはクリスチャンもいらっしゃるこ

とでしょう。青木八郎先生は自ら「日蓮宗だ」とおっしゃっていました。千葉は日蓮生誕の地な

のでお寺も信者も多いようです。さて 

イギリスでは清教徒革命の時に「礼拝に必要ない」という理由で教会のオルガンが壊されたそ

うです。オランダもプロテスタントの多い国ですが、彼の地の人々がオルガン好きだったという

理由で破壊を免れたとか。日本でも江戸から明治に変わった時には多くの仏教施設や城郭が壊さ

れました。その時は辛うじて残った都市の城郭もほとんどが第二次世界大戦で壊滅的に破壊され

ました。それは状況がちょっと違うのかもしれませんが。また 

歌舞伎や人形浄瑠璃は庶民のものなので時代や政治の変化による影響は少なかったようです。

武家と結びついていた能狂言は一時壊滅的な状況になりました。洋行してオペラを見せられた明

治新政府の重鎮が、日本を代表する演劇として外国人に見せるのに歌舞伎ではどうもと思って能

狂言が続いた、なんて話もありますが、これは少し眉唾のように思います。能楽師が武士ではな

く庶民に謡や仕舞を教えることも始まりました。オペラは演目によっても異なりますが、どうも

歌舞伎に近い人間ドラマの部分も多いように思います。ところで 

名刹新勝寺の前貫首は地域の合唱団でモーツアルトのレクイエムを歌い付属の学校では管弦楽

の部活動を始めたとのこと。当然ですがミサ曲はキリスト教の信仰に基づく言葉が次々と出てき

ます。ミサ曲は「典礼の中で信者の聖歌隊が歌う」ということが前提なので異教徒を攻撃する言

葉はありませんが、キリスト教信仰を強める場面はあります。貫首がどのようなお気持ちで歌わ

れていたのか、単純にモーツアルトの音楽の素晴らしさに耽溺されていたのかはわかりません。

現代の教会では文化的な価値と教会と信仰に対する理解を深めるために、非信者のミサ曲などの

演奏について理解と奨励をしているようです。ベートーヴェンの時代はミサ曲のミサ以外での演

奏はご法度だったので彼は「オラトリオ」として自作のミサ曲を紹介する必要があったのだ、と

の記述が先月の大崎滋生さんの著作に出てきます。時代や地域が変われば人間の思いが変容して

いく例かもしれません。 

 

サンクトゥス SANCTUS 続き 

 ベーレンライターのスコアの注釈を抄訳します。誤訳もあるかもしれませんので興味のある方

には原文のコピーをお渡しします。声をかけてください。 

サンクトゥスの自筆譜 A（これはベルリンの国立図書館にあるもので誰でも imslp で確認する

ことができます：訳者注）にはソロとも合唱とも示されていませんが、４声の「歌」はスコアで

は楽器の部分の下にあり、これはオサンナまで続きます（歌の楽譜は最初の２ページには全く書

かれていません）。楽器の譜面のすぐ下はここまでもソロが置かれているためにコピストはこの部

分をソロと判断したのです。この判断はこのあとの楽譜にも継続して使われたのです。けれども

ベートーヴェンはこの部分を合唱で歌わせたかったに違いないのです。ベネディクトゥスではソ

ロパートの下に小節線で区切られた合唱パートが「お休み」として置かれていますが、これに対

してサンクトゥスからオサンナでは「歌」の下の４段が「全く無いもの」になっています（小節

線も引かれていなのです：訳者注）。プレニとオサンナは管弦楽による分厚い伴奏のついたフガー
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トになっており、こういう音楽は大合唱のために書かれるのです。ソロで演奏しても表現が弱い

ので、ほとんどの近代の指揮者はこの部分を合唱で歌わせ、録音も合唱で行われます。また歌詞

の「天地に力が満ちます」もまたソリストでなく合唱を求めています。そして記譜が同じですか

ら冒頭のサンクトゥスも合唱で歌われるべきです。サンクトゥスは伝統的に合唱で歌われること

が多く（ソロが使われる可能性もありますが）、この部分に続くベネディクトゥスが伝統的にソロ

で歌われることと対照的におかれます。ベートーヴェン自身が敢えてこういう伝統に対向しよう

とする意図は考えられないのです。さらに細かなことを言えばサンクトゥス冒頭の歌への丁寧な

ダイナミクスの記入はまるで合唱に対するもののようです。・・・ 

 

 ここからは私見です。最初のコピストが「ソロで」と書いたときにベートーヴェンは存命でし

たから直接それが確認できました。ベーレンライターのエディターはチェック漏れだろうと書い

ているようですが（私の英語力不足で不安なのです）、こんな重要なことを第一にお互いに確認し

ないだろうか？と思うのです。これ以上は水かけ論です。ただ、プレニとホサンナの冒頭、合唱

にはダイナミクスが書いてありません。ここまでもこれからも、合唱の始まりにほぼ間違いなく

ベートーヴェンは必ずダイナミクスを書いています。さらに私見を重ねます、社会的には戦乱や

政治的な混乱が続き、安定した地位を望みながら私生活の上で様々な苦労を重ねながら作曲を続

けていたベートーヴェンにとって、典礼での使用を諦めたあとに書かれたサンクトゥスとアニュ

ス・デイこそ典礼の言葉と音楽を通じて彼自身の思いを表現する場ではなかったかと思うのです。

ソロで歌われるサンクトゥス、プレニ、ホサンナ、それを聴衆と共に着席して聴く合唱団の姿に

も価値があると思います。いかがでしょうか？ 

 それから一般的なミサ曲では２回歌われるホサンナはリピートされますが（ベートーヴェンの

もう一つのミサ曲でもほとんどリピートと言っても良い書き方です）この曲では全く違う音楽で

す。３拍子のはつらつとした第 1 ホサンナ、8 分の 12 拍子のゆったりした第 2 ホサンナ、ここ

ではどちらにも大切なメッセージがこめられていると思うのです。 

 

アニュス・デイ Agnus Dei 

 大崎滋生さんの「史料で読み解くベートーヴェン」によれば、ベネディクトゥスとアニュス・

デイのスケッチは 1820年 10月頃に始まり、サンクトゥスは 1821年初から、ドナ・ノービス

は1822年3月から 8月にかけてスケッチが行われたとのこと、曲順ではないことが興味をひき

ます。それらは 1823 年 1 月までにスコアとして清書（コピストの仕事）に回されたのです。 

 アニュス・デイは 434 小節という異例の長さです。長いと思っていたバッハのロ短調ミサ曲で

もこの部分は 100 小節足らず。小節数で音楽を測るのは愚かなこと、とも思いますが、ベートー

ヴェンのこの部分に対する思い入れは測れるようです。 

  

予定通りに進まないこと、練習順序の変更もあります 

7 月４日   指導者 溝口 片岡  通常練習  

7 月 11 日  指導者 溝口 片岡  通常練習  

7 月 18 日  指導者 溝口     通常練習  

7 月 25 日  指導者 溝口     通常練習  

7 月 26 日  指導者 溝口 片岡  強化練習  

8 月１日   指導者 片岡     通常練習  

 

前半 18：05 発声～19：20 ごろまで 後半 19：30～20：45 ごろまで 


